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平
成
２２
年
7
月
下
旬
か
ら
3
ヶ
年
を
か
け
福
井
県
と
勝
山
市

が
共
同
し
て
、
勝
山
市
の
玄
関
口
で
あ
る
勝
山
駅
前
広
場
整
備
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
の
工
事
で
は
、
駅
前
を
ロ
ー
タ
リ
ー
化
し
て
、
利
用
者
の
利

便
向
上
と
駅
前
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。 

工事期間中の交通規制にご協力ください。 

完成予想図 

平成22年度 
工事範囲 

規制内容 
○駅前への一般車の進入はできません。

一般車は踏切を渡って駅西駐車場から

のご利用をお願いします。 

（一般車送迎は駅西にスペースを設け

ます） 

お知らせ 
○広場スペースを半分、供用しながら工

事を施工します。 

○公共交通車両（バス、タクシー）は駅

前にて運行します。 

●勝山駅舎の改修（市の事業）が国から採択されました。 

　　広場整備に合わせて駅舎の改修を計画しており、えちぜん鉄

道（旧京福電鉄）の歴史を物語る物品などを展示する電車資料

スペースを駅舎内に設け、テキ6の展示と合わせて、鉄道ミ

ュージアムの空間としての整備を計画しています。 

　　今後、勝山駅周辺整備連絡協議会において詳細な整備計画を

検討していきます。 

福井県奥越土木事務所勝山維持管理課（188‐1600） 
勝山市建設部都市政策課　　　　　　（188‐8108） 
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問 

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
ま
た
は
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

た
と
し
て
も
少
な
い
年
金
額
に
な
っ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
で
は
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の

理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
か

た
の
た
め
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
義
務
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
か
た
▼ 

・
前
年
の
所
得
が
少
な
い
か
た 

・
失
業
や
倒
産
、
天
災
な
ど
に
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
か
た 

・
学
生
の
か
た 

 

保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度 

■
全
額
免
除
・
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度 

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
（
平
成

２１
年
度
分
を
１
月
〜
7
月
の
間
に
申
請
さ
れ

る
場
合
は
前
々
年
）
の
所
得
が
「
所
得
基
準
」

以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
ま
す
。 

※
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例
制
度
も
あ
り
ま

す 

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
同
居
の
両
親
な
ど（
世
帯
主
）の
所
得
が
高

い
た
め
に
免
除
に
該
当
し
な
い
若
年
者
（
３０

歳
未
満
）
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
「
所

得
基
準
」
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

（
最
長
１０
年
） 

 

■
学
生
納
付
特
例
制
度 

　
学
生
の
か
た
で
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
最
長
１０
年
） 

必
要
な
も
の
▼ 

・
印
鑑 

・
離
職
票
の
写
し
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
退
職
・
失
業
な
ど
の
場
合
） 

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
（
学

生
の
場
合
） 

申
請
場
所
▼ 

　
市
役
所
ま
た
は
福
井
年
金
事
務
所 

国保 国保 
8
月
１
日
か
ら
 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
 

年金 年金 
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
 

難
し
い
か
た
に
お
知
ら
せ
で
す
 

　
現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
は
、
平
成
２２
年
7
月
３１
日
が
有
効
期
限
で

す
。
8
月
1
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
被
保

険
者
証
は
7
月
３１
日
ま
で
に
被
保
険
者
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。
一
般
の
か
た
は
「
赤
色
」、

退
職
者
の
か
た
は
「
緑
色
」
で
す
。 

             　
７０
歳
〜
７４
歳
の
か
た
に
は
、「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
も
同
時
に
お
届
け
し

ま
す
。 

　
現
在
発
行
し
て
い
る
限
度
額
認
定
証
・
標

準
負
担
額
減
額
証
の
有
効
期
限
も
7
月
３１

日
で
す
の
で
、
入
院
中
な
ど
で
認
定
証
の
必

要
な
か
た
は
改
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
旧
被
保
険
者
証
は
、
市
役
所
市
民
課
、
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」、
も
し
く

は
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。 

　
学
生
な
ど
で
住
民
票
が
勝
山
市
に
な
い
か

た
で
被
保
険
者
証
が
必
要
な
か
た
は
、
7
月

２６
日
ま
で
に
勝
山
市
役
所
市
民
課
へ
遠
隔
地

被
保
険
者
証
の
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
在
学
中
の
か
た
　
在
学
証
明
書
な
ど 

・
長
期
に
わ
た
り
住
居
を
離
れ
る
か
た 

　
入
所
証
明
書
（
施
設
や
寮
入
所
の
場
合
） 

▼
卒
業
さ
れ
て
い
る
か
た 

　
必
ず
市
民
課
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。
卒
業

ま
で
遡
り
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
、
か
か
っ

た
医
療
費
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
も
課
税
さ
れ
た

ま
ま
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

見本 

見本 

　
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
つ
い
て
は
今
年
度

よ
り
臓
器
提

供
意
思
表
示

と
な
り
ま
し

た
。
提
供
の

意
思
の
あ
る

か
た
は
必
要

事
項
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。 

【裏面】臓器提供意思表示 
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